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令和元年 5月 14 日 

大 東 銀 行 

 

平成 31 年 3 月期の業績について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．損益の状況（単体） 

    （単位：百万円） 

 平成 31 年 3月期 

実績 

平成 30 年 3月期 

実績 

前期比 

額 率 

経 常 収 益 11,375 12,331 △956 △7.8％ 

コ ア 業 務 純 益 1,271 1,310 △38 △2.9％ 

経 常 利 益 759 1,663 △904 △54.4％ 

当 期 純 利 益 1,189 1,273 △83 △6.6％ 

 

 

 

ご参考資料 

＜概 要＞ 

 

平成 31 年 3 月期の業績は、前期比減収減益の決算となりました。 

なお、銀行の本来業務の収益力を示すコア業務純益（単体）は、前期並みの 12 億 71 百

万円となりました。 

 

【貸出金残高 5,300 億円 前期末比＋102 億円（単体）】 

 貸出金残高（末残）は、住宅ローンを中心に個人向け貸出が増加したことなどにより、

前期末比 102 億円増加して 5,300 億円となりました。 

【開示債権比率 2.42％ 前期末比△0.08 ポイント】 

開示債権比率（単体）は、前期末比 0.08 ポイント低下して 2.42％となりました。 

【自己資本比率 連結 9.11％ 単体 8.82% 健全性を維持】 

自己資本比率は、連結で 9.11％、単体で 8.82％となり、国内基準行の最低自己資本比率

4％を大きく上回っております。 

【通期見通し・配当予想】 

令和 2 年 3月期の通期の連結業績見通しは、経常収益 119 億円、経常利益 14 億円、親会

社株式に帰属する当期純利益 10 億円を見込んでおります。また、個別業績見通しは、経常

収益 107 億円、経常利益 13 億円、当期純利益 10 億円を見込んでおります。 

なお、当期及び次期の配当金は 30 円の期末配当を予定しております。 
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 （参考：連結）                          （単位：百万円） 

 

２．貸出金残高（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自己資本比率＜国内基準＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 平成 31 年 3月期 

実績 

平成 30 年 3月期 

実績 

前期比 

額 率 

経 常 収 益 12,564 13,576 △1,011 △7.5％ 

経 常 利 益 867 1,710 △842 △49.3％ 

親会社株主に帰属

す る 当 期 純 利 益 
1,246 1,298 △51 △4.0％ 
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